
堂堂の分列行進 
市消防団観閲式 

市
消
防
団
（
高

橋
清
徳
団
長

）
の
観
閲
式
が
六
月
三
日
、
七

百
四
十
七
人

の
団
員
と
二
十
四
台
の
ポ
ン
プ
車
が
参
加
・
出
動

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

平
和
町
体
育
館
通
り
に
集
合
し
た
団
員
は
、
服
装
と
機
械
器

具
の
点
検
を
受
け
た
あ
と
堂
堂

の
分
列
行
進
、
観
閲
者
の
寺
田

市
長
の
観
閲
を
受
け
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
北
斗
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
蒸
気
ポ
ン
プ
「
太
郎
号
」
 

が
放
水
演
習
、
第
六
・
第
七
分
団
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ

操
法
や

第
一
分
団
に
よ
る

マ
．ト
イ
振
り
、
そ
れ
に
優
良
団
員
の
表
彰

も

行
わ
れ
、

高
橋
団
長
が
「
市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、

適

切
、
迅
速
な
消
防

活
動
を
し
て
下
さ
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。
 

, 

① 	 （昭和33年9 月10日第3 種郵便物認可） 	1部 9 円 	 〔毎月2回・1日・15日発行〕 

発 行 所 

五所川原市役所 

473号 

昭和55年6月15日 

印刷 西 北 印 刷 

一 広報 、 ‘ 	， 、 

③ご、よびやら 
世 帯 数 	14,479 

（昭和55年6 月 1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,563人 市 の 人 口 

52.754人 女 	27,191人 
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（第 3 種郵便物認可） 

地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

ロ
市
内
転

居
者
の

投
票

場
所
 

昭
和
五
十
五
年
四
月
十
九
日
以
降

に
転
居
し
た
方
は
、
前
住
所
の
投
票

所
で
投
票
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
ご
注
意
 

六
月
二
十
二
日
（

日
）
は
、
各
自

四
回
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

明るい選挙のシンボルはこ白バラこです 

「婦
人

ス
ポ
ー
ツ
の

集
い

」
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
九

月
二
十
八
日

（
日
）
青
森
市

で
開
催
さ
れ
る
昭
和
五
ト
五

年
度
の
「
青
森
県
婦
人
ス
ポ
 

ー
ツ
の
集
い
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

（
す9
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。
 

ロ
募
集
人
員
 
二
十
人
。
 

（
先
着
順
で
締
切
り
）
 

ロ
演
技
内
容
 
音
楽
伴
奏

に
よ
る
一
連
の
体
操
（
プ

ロ

ム
ナ
ー
ド
と
ダ
ン
ス

（
フ
ロ
 

敷
を
使
用
）
、
民
謡
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
ダ
ン
ス
）
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
六

月

一
一十
五
日
（
水
）
 

ロ
申
込
み
先
 
市
教
育
委

員
会
・
保
健
体
育
課

（
云
⑤

二

一
一
一
番
・
内
線
二
五
〇

番
）
 

参
加
者
は
、
ス
ポ
ー
ッ
傷

害
保
険
料
と
し

て
四
百
円
必

要
で
す
。
 

参

加
者
を
募

集
中
 

ロ
投
票
時

間
 

午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
で
 

す
。
 

ロ
当
日

投
票
で
き

る
方
 

1
 

昭
和
三
十
五
年
六

月
二
十
三

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
。
 
（
年
齢
満

二
十
歳
以
上
）
 

2
 

昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十
八

日
ま
で
に
当
市
に
住
民
登
録
を
し

て

い
て
現
在
も
住
ん
で

い
る
方
。
た
だ

し
、
他
市
町
村

へ
転
出
し
た
方
で
も
、
 

昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十
二
日
以
降

に
転
出
し
た
方
は
、
転
出
前
の
住
所
 
 

ロ
投
票

用
紙
は
 

ー
 
衆
議
院
議
員
 

薄
い
桃
色
地
に
黒
イ
ン
ク
 

2
 

裁
判
官
国
民
審
査
 

薄
い
う
ぐ

い
す
地
に
里
‘
ィ
ン
りノ
 

3
 

参
議
院
地
方
区
 

薄
い
黄
色
地
に
黒
イ
ン
ク
 

4
 

参
議
院
全
国
区
 

白
色
地
に
赤
イ
ン
ク
で
す
。
投
票
 

用
紙
を
間
違
っ
て
投
票
す
る
と
無
効
 

で
す
。
 

よ
く
確
め
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
 
 

ロ
開
放
校
 
市
立
南
小
学
校
体
育
館
 

ロ
開
放
日
時
 
毎
週
月
、
火
、
水
、
 

木
、
金
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

九
時
三
ト
分
ま
で
 

ロ
利
用
団
体
 
代
表
責
任
者
を
お
い

た
十
人
以
上
の
団
体
で
、
ス
ポ
ー
ッ
傷

害
保
険
に
加
人
す
る
こ
と
 

ロ
申
込
み
先
 
市
教
育
委
員
会
・
保

健
体
育
課
（
容
（④
）
三
一九

一
番
）
 

イ 南小体育館を開放 

スポーツにご利用を 
（

、
 

9' 

,
 



青
」
 

（
任
期
は
五

十
七
年
三

月
三

十
一
日

ま
で

）
 

働

く
婦
人
や
青

少
年

の
保
護

と
福
祉
、
 

そ
の
他
婦
人

問
題
の

相
談
に

あ
た
っ

て

お
り
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご

相
談

下
さ

い
。
 

市
内
平
和
町
一
八
一
、
藤
田
ゆ
き
さ

ん
（

e
⑤
七
五
九
二
番
）
が
、
四
月
一

ん
 
日
付
け
で
労
働
大
臣
か
ら
「
婦
人
少
年

さ
 
室
協
助
員
」
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
じ
 

婦人少年室協助員に 

ロ
不

在
者
投

票
は
 

選
挙
当
日
、

他
市

町
村
で

職
務
に

従
事
中
の
方
、

ま
た
旅
行
中
や
滞

在

中
の
方
、
妊
婦
、

病
気
等
で

当
日
投

票
で

き
な
い

方
、
身
障

者
で
郵
便
投

票
証

明
書

の
あ
る
方
は
、
次
の
期
間

に
不
在
者
投
票
を
し

て
下
さ
い
。
 

ロ
不

在
者
投
票
の

期
間
、

場

所
 

参
議
院
議
員
（
全
国
区
・

地
方
区
）
 

通
常
選
挙
 
五

月
三
十
日
か

ら
六
月

一
一
十
一日
ま
で
。
 

ロ
開
票

日
時

と
場

所
 

六
月
二
十
三
日
（

月
）
 
（
翌
日
開

票
）
午
前

八
時
三
十
分
か

ら
市
民
体

育
館
で
。
 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
 

六
月
二
日

か
ら
六
月
二
十

一
日
ま
で
。
 

最
高
裁

判
官
国
民
審
査
 

六
月
十

二
日
か

ら
六
月
二
十
一
日

ま
で
。
 

毎
日
午

前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後

五
時
ま
で
。

市
選
挙
管

理
委
員
会
事

務
局
（

本
庁

四
階
）
で
投
票
し

て
下

さ
い
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
一
 

五
時

か
ら
六

時

ま
で
 

ふ
る
っ

て
ご

参

加
下

さ

い
。
 

二
道
会
館
柔
道
場
 

ロ
練
習
日
 
毎
週
月
、
水
、
金
曜
日
、
午
後
 

ロ
申
込
み
先
 
市
教
育
委
員
会

・
保
健
体
育
 

課

（
合④
一
 
九
一
番
）
 

団
員
を
募

集
し

て
い
ま

す
 

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
 

③ （第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 昭和55年（1980年） 6月15日（473号） 

昭和55年度 

積立分譲住宅の購入者を募集 
	  広 田 団 地 

住宅金融公庫融資付き 

土地付き一戸建て 

鯖
  

昇
一P
 

果
数
  

1戸当たり平均面積 
譲渡予定価額 

土 地 建 物 

1年 10戸 29Om 85nf 12,300千円 

2 ク 15'S 290m 85m 13,200 ク 

3 ク 25 み 290m 85m 14,000 ク 

公月 i融資予定額 積立目標額 利息相当額 

1年 6,50(〕千円 5,630千円 170千円 

2年 6,900 6,000 	" 300 " 

3年 7,200 	0 6,320 	" 480 	ク 

ロ引渡予定時期 （1年積立）昭和56年10月頃の予定ロ引渡予定時期 （I年積立）昭和56年10月頃の予定 

(2年積立）昭和57年10月頃の予定 

(3年積立）昭和58年10月頃の予定

※譲渡予定価額は、1戸当たり平均概算額であり、精算

の結果変更になります。 

※申込資格等詳細は、市都市計画課にお問い合わせ下さ

し、o 

青森県住宅供給公社 

青森市長島2丁目 1 番 2 号 

(ftOl 77 1 625番) 

ただし、利息相当額は、積立目標額を積立期間毎月均 

等割で積立した場合です。 

ロ受 付期 問 6月16日～20日 

ロ受 付場 所 市都市計画課（廿（⑤）2111・内線232番） 

,
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市
も
使
用
を
自
粛
 

」
有
り
ん
洗
剤
  一

 

青
森
県
市
長
会

（
会
長
・
秋

山
八
戸
市
長
）
は
五

月
二
十
一
一

日
、
り
ん
を
含
む
合
成
洗
剤
の

使
用
自
粛
を

申
し
合
わ

せ
ま
し

た
。
 

こ
れ
に
よ
っ
て
市
で
も
、
市

の
公
共
施
設
で
は
原
則
と
し

て

り
ん
を
含
む
合
成
洗
剤
の
使
用

を
自
粛
す
る
と
と
も
に
、
市
民

に
対
し
て
も
無
り
ん
、

ま
た
は

低
り
ん

の
合
成
洗
剤
、
石
け
ん

の
適
正
な
使
用
を
呼
び

か
け
て
 

合
成
洗
剤
に
含
ま
れ
て
い
る

り
ん
が
、

川
や
海
の
水
質
を
悪

化
さ
せ
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
最
近
で
は
、
“無

り
ん
）
あ
る
い
は
“
低
り
ん

）
 

と
表
示
し
た
合
成
洗
剤
を
店
頭

で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
 

い
う
ま
で
も
な
く
、
合
成
洗

剤
は
石
油
を
原
料
に

つ
く
ら
れ

ま
す
が
、
洗
剤
と
し

て
の
効
力
 

洗
浄
力
 
を

増
す
た
め

に
り
ん
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

り
ん
は
、
窒
素
と
な
ら
ん
で

動
植
物
の
成
長
に

欠
か
せ
な
い
 
 

, 
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
青
森
県
が
先
き
に

打
ち
出
し

た
「
富
栄
養
化
対

策

の
基
本
方
針
」
に
基
づ

い
て
申

し
合
わ
せ
し
た
も
の
で
す
。
 

県
が
打
ち
出
し
た
富
栄
養
化

未
然
防
止
の
基
本
対
策
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

1
 
県
の
施
設
で

は
、
原
則

と
し
て
り
ん
を
含
む
合
成

洗
剤

は
使
用
し
な
い
。
 

2
 
市
町
村
及
び

一
般
消
費
 

栄
養
素
の
ー
つ
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
合
成
洗
剤
の
排
水
を
は
じ

め
工
場
排
水

や
農
業
排
水
に
含

ま
れ
る
り
ん
や
窒
素
が
、
湖
水

や
湾
内
な
ど
水
の
出
入
り
の
少

な
い
「
閉
鎖
性
水
域
」
に
大
量

に
流
れ
こ
む
と
、
水
質
は
肥
よ

く
化
し
、

い
わ
ぱ
栄
養
過
多
の

状
態
ー
ー
富
栄
養
化
現
象

と
い
 
 

者
に
対
し
、

無
り
ん
、
ま
た
は

低
り
ん
の
洗
剤
、
石
け
ん
の
適

正
な
使
用
・
普

及
を
呼
び
か
け

る
。
 

3
 
石
け
ん
、
合
成
洗
剤
の

製
造
ま
た
は
販
売
を
行
う
事
業

者
に
対
し
、

無
り
ん
、
低
り
ん

の
洗
剤
及
び
石
け
ん
の
製
造
、
 

販
売
供
給
体
制
の
整
備
を
働
き

か
け
る
。
 

い
ま
す
 
に

な
り
ま
す
。
 

こ
の
結
果
、
藻
類
な
ど
の
水

生
生
物
が
異
常
繁
殖
し
、
水
質

が
悪
化
す
る
た
め
、
魚
介
類

の

生
息
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま

す
。
 

こ
の
よ
う
な
水
質
悪
化
を
防

ぐ
た
め
に
、
国
（
環
境
庁
）
で

は
先
ご
ろ
「
富
栄
養
化
対
策
」
 

の

ー
つ
と
し
て
、
り
ん
を
含
む

合
成
洗
剤
の
使

用
を
自
粛
し
、
 

今
後
、
無
り
ん
ま
た
は
低

り
ん
 
 

〇デイスコ‘インベーダー・喫茶店などでは、非行を誘発 

する少年の溜り場とならないようにしましょう。 

〇非行少年の溜り場を早く見つけて解消しましょう。 

0少年の非行をさそう自動車、バイク、自転車の路上駐 

車や放置をやめ、施錠は、確実にしましょう。 

家庭では 

0ポルノ雑誌を茶の間に持ち込まないようにしましょう。 

0少年によい本を読ませる習慣をつけさせましょう。 

合成洗剤 

有
り
ん
洗
剤
は
 

水
質
を

悪
化

さ
せ
る
 

、ノ
、ノ
、
ノ
、ノ、
ノ
、J、
ノ
、ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、

ノ
、5

、
ノ、
／
、
ノ、
ノ
、ノ、
ノ
、ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、

ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ

g
g

、
／？
、
5
2

ノ
、
ノ、
ノ
、
く
，
 

き
れ
い
な
水
は
心
を
な
こ
ま
せ
ま
す
 

r
 

・家庭の~ 

少年を守る環境浄化活動 

地域では、みんなの力で 

青少年健全育成条例では、社会環境浄化について 

関係業者の自粛を規定しています。 

〇少年が利用できる自動販売機には、ポルノ雑誌を収納 

しないようにしましょう。 

0書店などで少年に好ましくない本は、成人コーナーを 

設けるなどして、少年に販売しないようにしましょう。 

0ポルノ映画館や深夜映画館には、少年を入場させない 

ようにしましよう。 



「嫁
っ
こ
は
い
ね
が
」
 NH
K

銀
河
 

テ
レ
ビ

小
説
 

市
内
で
も
口
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

あ
な
た
も
「
小
さ
な
親
切
運
動
」
を
 

市

中

央
公

民

館
 

,
 

の
洗
剤
や
石
け
ん
の
使
用
ん
去

め
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
 

無
り
ん
洗
剤
は
、
り
ん
に
代

わ
る
新
し
い
成
分
を
配
合
し

て

作
ら
れ
た
も
の
で
、
り
ん
を
ま

っ
た
く
含
ま
な
い
合
成
洗
剤
で
 

台
風
や
集
中
豪
雨
、
豪
雪
、
 

地
震
、
津
波
そ
の
他
大
規
模
な

事
故
等
に
よ
る
災
害
は
、

い
つ

発
生
す
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
 

つ
い
最
近
の
五
月
十
七
日
に

黒
石
市
に
あ
る
昭
和
化
学
工
業

脚
東
北
化
成
事
業
部
黒
石
工
場

で
送
油
ポ
ン
プ

の
切
替
ス
イ
ッ

チ
の
操
作
ミ

ス
に
よ
る
重
油
流

出
事
故
が
あ
り
、
重
油
が
岩
木

川
流
域
に
流
出
し

た
た
め
、
建

設
省
青
森
工
事
事
務

所
、
県
、
 
 

す
。
 

ま
た
“
低
り
ん
”
と
は
、
り

ん
の
含
有
量
が

一
定
以
下
に
抑

え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
 

水
は
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ

て
最
も
大
切
な
資
源
で
す
。
水
 

流
域
周
辺
市
町
村
等
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
て
油
汚
染
に
よ
る
 

被
害
防
止
の
た
め
の
応
急
措
置

を
講
じ
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
応
急
措
置
の
効

果
が
最
も
発
揮
さ
れ

る
の
は
、
 

災
害
発
生
の
初
期
で
あ

る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
た
が
っ
て
、
災
害
情
報
の
的

確
、
迅
速
な
伝
達
を
図
る
こ
と

が
何
よ
り
必
要
な
こ
と
で
す
。
 

『災
害
発
生
や
異
常
現
象
等

を
発
見
し
た
ら
、
ま
ず
“
通
報
”
』
 

（県
地
域
防
災
計
画
に
よ
る
）
 

通
報
先
は
、
市
町
村
長
、
警

察
官
（
警
察
署
、
駐
在
所
、
派

出
所
）
、
海
上
保
安
官
で
す
。
 

こ
の
ほ
か
に
、
県
庁
ま
た
は

県
の
出
先
機
関
に
通
報
さ
れ

て

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
 

（
※
異
常
現
象
と
は
、
例
え
ば
、
 

堤
防
に
小
さ
な
水
洩
れ
が

あ
り
、
 

放
置
す
れ
ば
決
壊
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
。
あ
る
い
は
、
津
 

,
 

を
保
護
し
、
わ
た
し
た
ち
自
身

の
生
活
環
境
を
守
る

た
め
に
、
 

無
り
ん

・
低
り
ん
洗
剤
や
石
け

ん
へ
の
切
り
替
え
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。
 

波
の
前
兆
で
あ
る
海
面
の
急
激

な
低
下
等

の
現
象
を
云
い
ま
す
。）
 

［
「
県
庁

へ
の
休
日

・
夜
間
の

連
絡
』
 

山
休
日

・
夜
間
の
場
合
、
県

庁
に
は
守
衛
室
に
専
任
の
当
直

者
が
居
り
、
災
害
情
報

の
通
報

を
受
け
た
と
き
は
、
消
防
防
災

課
長
に
連
絡
さ
れ
、
必
要
な
防

災
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

②
休
日
・
夜
間
の

電
話
番
号
 

（
守衛
室
）
 

8
一
老
（
青
森
）
⑩
囲
突
番
〕
 

8
一
毛
（青
森
）
⑩
二
0
1五
番
）
 

ー
写
真
上

ー
 

新
十
川
・
湊
鉄
橋
下
流
で
は
、
 

重
油
を
取
り
除
く
作
業
が
昼

夜
兼
行
で
行
わ
れ
た
。
 

「
人
を
信
じ
、
人
を
愛
し
、
 

人
に

つ
く
す
」
 
こ
と
を
基調
と

し
た
「
小
さ
な
親
切
運
動
」
は
、
 

人
情
紙
の
ご
と
し
と
い
わ
れ
る

昨
今
、
と
く
に
必
要
な
運
動
と

思
い
ま
す
の
で
「
小
さ
な
親
切
」
 

八
カ
条
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

1
 
朝
タ
の
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
ょ

・つ
 

2
 
は
っ
き
り
し
た
声
で
返

事
を
し
ま
し
ょ
う
 

3
 
他
人
か
ら
の
親
切
を
心

か
ら
受
け
入
れ
、
 
「あ
り
が
と

う
」
 
と
言
いま
し
ょ
う
 

4
 
人
か
ら
「
あ
り
が

と
う
 

N
H
K
東
北
本
部
が

制
作
す

る
銀
河
テ
レ
ビ
小
説
「
嫁
っ
こ

は
い
ね
が
」
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
六
月
十
七
日
（
火

）
か
ら
九

日
間
津
軽
地
方
で
行
わ
れ

ま
す
。
 

こ
の
う
ち
、

六
月
十
九

日
 

（木
）
、二
十
日
（
金
）
に
五
所

川
原
市
内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
、
 

駅
前
、
市
内
メ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
、
 

長
橋
地
区
児
童
館
、
同
雑
貨
店

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ド
ラ
マ
は
、
東
北

・
北
海
道

地
方
の
農
漁
村
を
舞
台
に
、

嫁
 
 

と
言
わ
れ
た
ら
、
 
「
ど
う
い
た

し
ま
し
て
」
と
言

い
ま
し
ょ
う
 

5
 
紙
ク
ズ
な
ど
を
や
た
ら

捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
 

6
 
汽
車
や
バ
ス
の
な
か
で
、
 

お
年
寄
り
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い

た
お
母
さ
ん
に
は
席
を
ゆ
ず
り

ま
し
よ
・つ
 

7
 
人
が
困
っ
て
い
る
の
を

み
た
ら
、
手
伝
っ
て
あ
げ
ま
し
 

よ
・フ
 

8
 
他
人
の
迷
惑
に
な
る

こ
 

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
 

（市
中
央
公
民
館
）
 

ひ
で
り

・
む
こ
ひ
で
り
の
深
刻

な
現
実
を
直
視
し
な
が
ら
、
そ

こ
に
生
き
る
青
年
男
女
の
夢
と

希
望
、
健
康
な
息
吹
き
を
大
ら

か
に
う
た
い
あ
げ
る
。
 

海
に
生
き
、
土
に
生
き
る
若

者
た
ち
の
笑
い
と
涙
の
ふ
る
さ

と
賛
歌
で
あ
る
。
十
回
連
続
。
 

制
作
は
前
半
が
北
海
道
本
部
、
 

後
半
が
東
北
本
部
。
 

放
送
は
、

九
月
二
十
九

日
 

（月
）
か
ら
十
月
十
日
（
金
）
ま

で
の
二
週
間
の
予
定
。
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「
去
火害
発
生
の
発
見
者
は
 

F
ー

ー
 
古
」ち
に
通
報
を

グ
 



水
辺
で
の
遊
び
は
危
険
が

い
っ
ば
い
 

子
供
 

1I牲り 
‘者・ 

交
通
事
故
の
 

ユ
よ
 

‘
 
一
 ‘

!
 

，よ
一
一f
 

六

ー
八

月
 
と

く
に
ご

注
意
を
 

善

意
銀

行
預

託
者
 

（四
月
s

五
月
）
 

毎
年
、

六
月
を
迎
え
る
と
、
 

子
供
の
水

の
事
故
が
増
え
は
じ

め
、
夏
休
み
を
含

む
六
、
八
月

の
三
か
月
間
は
、
 
一
年
の
う
ち

で
も
水
に
よ
る
犠
牲
者
が
最
も

多
い
時
期
で
す
。
 

昨
年
の
例
を
見

て
み
ま
し
ょ
 

・

フ
。
 

六
ー
八
月
中
に
、
海
や
川
、
 
 

池
、
あ
る
い
は
用
水
堀
な
ど
で

亡
く
な
っ
た
り
行
方
不
明
に
な

っ
た
子
供
（
中
学
生
以
下

）
は
、
 

全
国
で
五
百
十
人
を
数
え
て
い

ま
す
c
 

同
じ
時
期
に
交
通
事
故
で
亡

く
な
っ
た
子
供
二
百
七
十
六
人

に
比
べ
ま
す
と
、
ほ
ぼ
二
倍
の

犠
牲
者
が
出
て
い
る
の
で
す
。
 

年
齢
別
に
見
て
み
ま
す
と
、
 

五
百
十
人

の
犠
牲
者
の
半
数
、
 

二
百
五
＋
五
人
が
就
学
前
の
幼

児
で
す
。
 こ
の
う
ち
八
割
近
い

二
百
三
人
が
用
水
堀
や
海
、
川
、
 

池
な
ど

に
「
転
落
し
て
」
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
 

小
学
生
の
場
合
は
、
百
九
十

七
人
の
う
ち
、
水
泳
中
や
魚
を

と
っ
て
遊
ん
で

い
る
間
に
 
「深

み
に
は
ま
っ
て
」
 
しま
っ
た
ケ
 

ー
ス
が
最
も
多
く
、
八
十

一
人
。
 

次
い
で
、
通
行
中
や
水
遊
び
中

の
 
「転
落
」
が
四
十
七
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

中
学
生
で

は
、
五
十
八
人
の

う
ち
約
半
数
が
水
泳
中
に
 
「深

み
に
は
ま
っ
た
」
り
、
 
「波
に
 
 

▽
み
ち
の
く
音
楽
会
工
藤
清
 

百
五
十
六
円

▽
鶴
谷
正
夫
（
本

町
）
三
万
五
千
円
 

▽
太
田
藤
吉
（
川
崎
市
）
一
一

千
六
百
三
十
二
円

▽
工
藤
ッ
セ
 

（平
和
町
）
衣
類
五
十
点
▽
青

森
ャ
ク
ル
ト

五
所
川
原
営
業
所
 
 

親
交
会

（代
表
斎
藤
き
ぬ

）
お
 

（
敬
称
略
）
 

新
鮮
な
野
菜
、
果
物

を
皆
さ
ん
の
食
卓
に
供

給
す
る
恒
例
の
「
朝
市
」
 

が
次
の
日
程
で
開
か
れ

ま
す
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
期
間
 
六
月
十
五

日
（
日
）
から
十
一
月
三

十
日
（
日
）ま
で
。
（
毎朝

四
時
か
ら
七
時
ま
で
。）
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
庁
舎

前
「
お
祭
り
広
場
」
 

六
月
一
日
発
行
市
広
報
四
面

の
「
市
社
協
、
組
織
を

一
新
」
 

の
記
事
中
氏
名
に
誤
ま
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
わ
び
し
て

次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。
 

▽
総
務
部
会
副
委
員
長
 

山

形
四
郎
▽
生
活
福
祉
部
会

副
委

員
長
 
佐
々
木
初
海

▽
児
童
館

運
営
委
員
会
副
委
員
長
 
石
黒

良
子
▽
児
童
婦
人
部
会
副
委
員

長
 
三
上
俊
一
 

（敬
称
略
）
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「朝市」店開き 
ご利用下さい 

明
五
千
円

▽
三
上
定
春
（
み
ど
 

し
め
百
枚
 

り
町
）
 
一
万
五
千
二
百
八
十
円
 

▽
藤
玉
章
園

（
三
好
）
一
万
四
 

お
わ
び

と
訂

正
 



さ
ら
わ
れ

て
」
 
亡く
な
っ
て
い

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
水
の
事
故
の
約

七
割
が
、
保
護
者
（
同
伴
者
）
 

が
そ
ば
に
い
な
い
と
き
に
起
き

て
い
ま
す
。
 

こ
の
時
期
は
と
く
に
水
遊
び

を
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
ふ

だ
ん
か
ら
子
供
の
遊
び
場
所
を

知
っ
て
お
き
、
危
険
な
場
所
に

は
子
供
た
ち
だ
け

で
行
か
せ
な

い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
保
護
者
 

の
配
慮
が
必
要
で
す
。
 

そ
の
ほ
か
、

子
供
を
水
の
事

故
か
ら
守
る
た
め
、
と
く
に
次

の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
 

・

フ
。
 

▽
家
の
近
く
に
、
た
め
池
や
用

水
堀
な
ど
が
、
危
険
な
状
態

の

ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
 

警
察
に
連
絡

す
る
か
、
所
有
者

や
管
理
者
に
伝
え
て
、
サ
ク
や

フ
タ
な
ど
を
し
て
も
ら
う
。
 

▽
と
く
に
雨
が
降
っ
た
後
な
ど
 

は
、
川
や
用
水
堀
の
水
位
が
上

が
っ
て
お
り
、
危
険
で
す
。
子

供
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
る
。
 

▽
水
辺
に

い
る
と
き
は
、
子
供

か
ら
目
を
は
な
さ
な
い
よ
う
に

す
る
。
 

▽
子
供
だ
け
で
危
険
な
水
辺
で

遊
ん
で
い
る
の

を
見
か
け
た
と

き
は
、
ひ
と
声
か
け
て
注
意
し
、
 

も
っ
と
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ
よ

う
に
し
む

け
る
。
 

園
」
が
開
園
十
六
周
年
を
迎
え
、
 

六
月
二
日
お
年
寄
り
の
誕
生
会
 

と
併
わ
せ
記
念
祝
賀
会
が
行
わ
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「思
い
や
り
と
心
の

ふ
れ
あ
 

い
を
大
切
に
」
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み
 

「思
い
や
り
と
心
の
ふ
れ

あ
 れ

ま
し
た
。
 

祝
賀
会
に
は
、
寺
田
市
長
を

は
じ
め
土
岐
市
社
会
福
祉
協
議

会
長
も
出
席
、
市
長
が
 
「思
い

や
り
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
、
市
内
雛
田
の
斎

藤
つ
る
さ
ん

（
八
三
）
ら
四
、
 

五
、
六
月
に
生
ま
れ
た
十
四
人

の
誕
生
も
祝
い
ま
し
た
。
 

当
園
に
は
、

現
在
四
十
九
人
 

（男
十
八
人
、
女
三
十
一
人
）
 

の
お
年
寄
り
が
入
所
し
て
お
り
、
 

広
間
で
赤
飯
を
食
べ
な
が
ら
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。
 

、
，
 
 

《
 
・
 

●

v

】
ノ
‘一
 

「くるみ園」で開園と誕生会を祝う 

△
 
▽
 

を添えてお申し込み下さい。 

＠申込締切 6月20日国まで。 

0開設場所 市民体育館 

⑨募集人員 各教室とも先着50人 

Oそ の 他 参加者は、運動のできる服装、ズックを使 

用するごと。 

「婦人スポーツ教室」の参加者を募集 

市教育委員会では、今年も「婦人スポーツ教室」の参加

者を募集しています。ふるってご参加下さい。 

＠申込先 市教育委員会・保健体育課（e⑤2111番・

内線250番） 

住所、氏名、年齢、電話番号、希望教室名に

参加料 1,000円（傷害保険 680円を含む） 

.
 

教 対象者 定 員 時 間 開 	設 期 	日 回 数 

ス 教 室 初心者 50 人 

9 : 00 

12 】 00 

6月24日因 

7月 9日困 

7月29日因 

8月12日因 

8月26日因 

7月 1日因 

7月15日因 

8月 5日因 

8月19日因 

9月 3日困 

10 回 

卓 球 教 室 初心者 50 人 

9 : 00 

12 : 00 

7月 3日困 

7月17日困 

8月15日団 

8月28日困 

9月11日困 

7月10日困 

8月 7日困 

8月21日困 

9月 4日困 

9月18日困 

10 回 

I
'
 

 
ノ
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一

一
 

」
え
 
戸
う
 

り
 
一
 

ー
 
 

ノ
 

I
 
 

初心者 50 人 

9 : 00 

12 : 00 

7月 3日困 

7月17日困 

8月15日団 

8月28日困 

9月11日困 

7月10日困 

8月 7日困 

8月21日困 

9月 4日困 

9月18日困 

10 回 



国
民
年
金
の
保
険
料
は
 

も
う
納
め
ま
し
た
か
グ
 

ト

さ
い
 

も

し
、

期
限

ま
で

に
納
め
 

h
十
五
年
度
の
 
期
分
は
 

ー
ま
で
に
納
め
て
 

そ
ん
な
と
き
、
あ
わ
て
て
、
 

保
険
料
を
納
め
て
も
、
間
に
 

な
い
こ

と
も
あ
り

ま
す
“
 

将
来
老
齢
年
金
も
受
け
ら
れ
 

ま
せ
ん
と
、
病
気
、
事
故
等

に
よ
る
障
害
年
金
、
母
了
年

金
、
遺
児
年
金
等
の
各
種
の
 

』
牛
金は
受
け
ら
れ
な
い
し
、
 

→
期
限

ま
で

に
納

め
て
 

合

い
ま
せ
元
の
コ
、
保
険
料
 

生
活
」
 

0
ち
月
九
日
（
水
）
、

テ
ー
 

ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
＠
六
月
二
十
五
日
 

（
水
）
、
テ
ー
マ
 
「妊
娠
中
の
 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ

ん
を
生
み
育

て
る
た
め
に
、
ま
た
安
心
し
て
 

で
 

お
産
の
準
備
が

で
き
る
よ
う
五
 

所
川
原
保
健
所
で

は
次
の
日
程
 

で
「
母
親
学
級
」
を
開
き
ま
す
。
 
所
 

ー
「
母
親
学
級
」
を
開
設
 

ロ
受
付
時
間
 
い
ず
れ

も
午

ロ
受
付
時
間
 
い
ヂ
 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
ー
 

母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
下

さ
い
。
 

後
零
時
四
十
五
分
か
ら

一
時
ま
 

マ
 
「出
産
」
 

＠
七
月
二
十
三
日

（
水
）
、
 

テ
ー
マ
 
「赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
」
 

ロ
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
保
健
 

み
ん
な

の
健
康
教
室
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
 
「み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
の
日

程
で
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結核検診を受けて下さい 

ロ対 象 16歳以上の 般市民 口料 金 無料です。 

レントゲン撮影は、着物を着たままでできますが、金具（ネック

レス等）は外して下さい。配布の受診票にご記入のうえ都合のよい

場所で受診して下さい。新市内の地区では、血圧測定も行います。 

地 	区 	名 実施月日 場 	所 時 	間 

川 山 	・中 泊 中川コミュニテイセンター 9 30-10 00 
種 	井 種 井 公 民 館 前 10 10-10 30 
新 宮 団 地 団地県営集会所前 10 40--li 10 
新 宮 団 地 6月23日 団 地 森 の 家 前 ii 20--li 50 

新宮町‘中川新宮‘芭蕪・蘇鉄 新 宮 公 民 館 前 12 00-12 20 
上 川 浪 民 也 宅 前 13 30-13 50 
下 大 	川 	商 	店 	前 14 00-14 30 

下平井町・幾世森 老人ホームくるみ園前 9 30-10 00 
敷 	島 	町 敷 	島 	分 	院 	前 10 10~i0 40 
末広町・柏原町 
中 平 井 町 

6月24日 
五所川 原保健所前 
五 所 川 	原 	小 
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00 

上平井町・平井町 上 平 井 町 集 会 所 13 10-13 40 
錦 町・幾島町 錦 町 集 会 所 前 13 50-14 20 

田 田 川 集 会 所 前 
高 	瀬 高 瀬 集 会 所 前 
福 	井 小 笠 原 清 衛宅 前 か呼か呼朴

10 

鶴 	ケ 	岡 
小 曲・沼田町 

平和町・蓮沼・不魚住 

6月25日 
市農 協 三 好 支 所 
渋 谷 勇 逸 宅 前 
平 和 町 集 会所 前 
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栄 	町 白 	衣 	神 	社 	前 -40 
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長 	富 
長 	富 
共 	栄 
毘沙門（中崎） 
毘 	沙 	門 

6 月26日 

桜 	田 
沖 	飯 	詰 

東雲町‘雛 田 渋 谷 駐 車 	場 9 30-10 00 
大 町 ,旭 町 旧 	消 	防 	署 	跡 10 10~jO 40 

東町・布屋町・弥生町 学 	院 	入 	口 10 50~!! 10 
元 	町 
成田町・柳 町 

6月27日 
元 町 集 会 所 前 
北 村 	商 	店 	前 
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11 

20~il 
50-12 

40 
10 

寺町・岩木町・川端町 お ま っ 	り 広 場 13 10-13 50 
新 	町 ~日 	警 	察 	署 	跡 14 00-14 20 
本 	町 マルカかさい駐車場 14 30-14 50 

三
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館
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井
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坂 本 甚 作 宅 前 9 30~ 9 50 
猫 測 集 会 所 前 10 00-10 20 
姥 過 集 会 所 前 10 30-b0 50 
消 	防 	屯 	所 	前 11 ' 00~il 20 

6月30日 
一 戸 淳 一 宅 前
鹿 内 昭 → 郎 宅 前 
盛 農 機 	と 	な 	り 
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白 戸 義 勝 宅 前 13 50-14 10 
秋 田 重 勝 宅 前 14 20-14 】 40 
栄コミュニテイセンター 14 50-15:20 
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七和コミュニテイセンター 

三 	上 	商 	店 	前 
原子集会所（旧青銀） 

7 月1日 阿 部 タ キ 宅 前 
西 塚 	商 	店 	前 
老人ホームあかね荘 
大 坂 登 宅 	前 

公 	民 	館 	前 

や
 

野
 
刀
 

性
ち

村
坪
畑
打
崎
証
、
川
 

馬
前

中
一
石
太

桃
尻
十
 

木 村 省 一 宅 前 9 30-- 9 50 
山 内 啓 司 宅 前 10 00--b0 20 
小 野 干 代 造 宅 前 10 30-b0 50 

7 月 2 日 
対 馬 静 賢 宅 前 
小 野 修 一 宅 前 
山 形 豊 太 郎 宅 前 

11 
11 
12 

0O-11 
30-li 
00-12 

20 
50 
20 

葛 西 勘 九 郎 宅 前 13 20-13 40 
新 谷 電 気 商 会 前 13 50-14 10 

吉 	村 	商 	店 	前 14 :20-14 : 40 

なお、他地区の日程は、 7 月 1 日発行の市広報に掲載します。 
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